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結果は、 1991年に、この分野における最高の学会である ICCAD で発表しており、当時としては最先端の研究結果で
あったと評価できる。
4 章のフェールセーフシステム設計手法では、従来の方式ではシステムを構成するすべてのハードウェアをフェー
ルセーフな装置とする必要があったが、情報処理によってシステムのフェールセーフを保証する、新しいフェールセー
フ化の手法、「フェールセーフ情報処理」について、理論的考察、評価を行っているo この結果は、東日本旅客鉄道
株式会社の東京圏主要17線区の列車制御を行う東京圏輸送管理システム (ATOS) に適用され、昼間の列車運行の安
全性、夜間の保守作業の安全性に寄与しており、産業上の貢献も極めて大きいと評価できる o
上記により、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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